
令和 8年 7月 

新規受託開始のご案内 
 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
この度、下記項目を新規受託開始させていただきますので、ご案内申し上げます。 

敬白 
記  

■受託開始日   令和８年７月９日（木）受付分より 

■検 査 項 目     ダコ Omnis ＭＭＲタンパク（IHC） 

■検 査 要 項    

ミスマッチ修復（MMR）は DNA 修復機能の１つです。ミスマッチが生じると、hMutSα（MSH2+MSH6）が
これを認識し、hMutLα（MLH1、PMS2）を招集して複合体を形成します。新生鎖は鎖識別機構により同定さ
れ、EXO1 によるエラー鎖の除去後、DNA ポリメラーゼδが正確な塩基配列を再合成し、最終的に DNA リ
ガーゼによって修復が完結します。免疫組織化学染色法により中心的な役割を担う４種のタンパク発現を
観察し、その保持または消失を確認することで MMR 欠損（dMMR：deficient Mismatch Repair）を判定します。 
本検査は、がん組織中の MLH1、PMS2、MSH2および MSH6タンパク質を検出し、「治癒切除不能な進行・再

発の高頻度マイクロサテライト不安定性（MSI-High）を有する結腸・直腸がん」に対するオプジーボ®とヤ
ーボイ®の併用療法の適応判定に用いることができる唯一の承認コンパニオン診断 IHCパネルです。 

注) ミスマッチ修復タンパク免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製は、「大腸癌における抗悪性腫瘍剤によ 
る治療法の選択の補助」を目的として、免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製を行った場合に、患者１人
につき１回に限り算定する。本標本作製及び「Ｄ004-2」に掲げるマイクロサテライト不安定性検査を同一の
目的で実施した場合は、主たるもののみ算定する。（一部抜粋） 

 

■依頼方法  ※新たに依頼書を作成し、所見に「ダコ Omnis MMR タンパク（IHC）」と記載して下さい。  

１．弊社で病理検査(報告書作成まで)を行っていない場合は、院内病理報告書の写しを添付して下さい。 

（写しの添付が難しい場合は、病理組織検査結果と臨床所見等をご記載下さい。） 

２．弊社で病理検査(報告書作成まで)を行っている場合は、依頼書に既往病理番号を記載して下さい。 

 

■留意事項 

Omnis には染色範囲が設定（左右約４mm は非染色） 

されています。この非染色範囲に検体がかかっていると 

組織が削れてコンタミネーションの原因になります。 

染色範囲外の組織は、予め削り取って下さい。 

 

＜固定、パラフィン・薄切・乾燥、保管条件等＞ 

• 10％中性緩衝ホルマリンによる 6～48 時間の固定が推奨されます。ホルマリン固定以外の固定方法や 

脱灰処理を行った検体は推奨されておりません。 

• パラフィンの温度は 60℃を超えないように、長時間・高温放置を避けて１時間以内で処理して下さい。 

• 組織標本スライドは薄切後、速やかにご提出下さい。 

• 固定不良等、病理標本作製過程における不適切な操作は染色不良の原因となりますので、ご注意下さい。 

 

■参考文献 MMR IHC Panel pharmDx「ダコ Omnis」 *染色結果判定マニュアル：大腸癌 

以上 

 

＊お問合せ先：03-3672-9175 病理研究所 

2026-Ａ-016 

検 査 項 目 検査材料 検査方法 結果報告 実施料点数 
（区分） 

所要日数 備   考 

2336 
 

ダコ Omnis ＭＭＲタンパク 

 

パラフィンブロック 
または 

未染スライド 11 枚 
(４μm) 

酵素抗体法 
（IHC） 

pMMR 
または 
dMMR 

2,700 点 
（N005-4） 

10～14 

 

病理判断料 130点  

注） 

iOS用 Android用 

総合検査案内アプリは 

こちらから 

削って下さい。 

↑ 
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